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●小川地区の地域交流の場所，生涯学習の機能整備が必要 ●歴史と文化・教養のある場所の特性を活かす

●防災機能・避難場所の確保，公園の整備

●図書館，資料館の充実が必要

●廃校跡地のモデルケースに

●その他

１．前回の主な意見

課題 意見・要望 その他

• 生涯学習の機能がないとまずいのではないか。公民館機能を移転・分散すると言っても，公民館利
用者は高齢化になってきて，夜だけでなく，昼間でも車を運転するのも危ない状況がある。

• 公民館機能を図書館・資料館と一体と考えて，生涯学習の充実を図ってはどうか。

• 必要最低限でも地域の方々が集まり議論できる場所が必要ではないか。

• もとは中学校もあった場所で，古くから歴史伝統がある由緒ある場所なので，歴史が消えないよう
に，小川地区の文化拠点になるとよいのではないか。

• 市内には，小川資料館のほかに玉里史料館もある。これらを「小美玉資料館」として一つにしても
よいのではないか。

• 旧小川小学校と小川公民館は指定避難場所になっている。災害の拠点，避難場所となるようなそう
いった施設が必要ではないか。

• 公民館機能を残しながら，それが避難場所も兼ねるようなものが必要ではないか。

• 広い校庭も活用して，防災基地・防災拠点としてはどうか。

• 旧小川小跡地のグラウンド側に，遊具の整備をしてほしい。

• 現状の小川図書館・資料館の場所は，道路から見にくい，行きにくい。

• 小美玉市には３地域にそれぞれ図書館があるが，小川図書館が一番充実している。今後も，充実さ
せて有効活用していく必要があるのではないか。

• 図書館は，遠方から来る人もゆっくりできるようなゆとりある場所になるといい。

• 今のままの図書館・資料館が残っても，駐車場は少なく，二階にはトイレもないなど不自由なため，
活用は広がらないのではないか。

• 図書館を中心に，いろいろな人が集えるような施設づくりができたらいいのではないか。

• いろいろな地区の廃校の利活用問題が控えている。旧小川小跡地はモデルケースになると思う。

• 義務教育学校を整備した関係で，廃校跡地がどんどん出てくる。ただ体育館を残して，芝生の広場
にするだけにならないよう，検討すべき。

• 素鵞神社は参拝客が非常に多いが，アクセス道路が狭い。素鵞神社の参拝客が周辺で食事をしたり
する場所がない，という声もある。

• 次回，検討委員会には，玉里史料館，玉里公民館，やすらぎの里の現状について情報提供してほし
い。



図書館・資料館

小川公民館

旧防衛協会

体育館旧小川小学校
校舎

素鵞
神社

旧小川幼稚園

運動場
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２-１．計画地の現状

旧小川小学校 19,956㎡ 都市計画区域 利用者用 埋蔵文化財 煙突アスベスト 用途区分 棟数 延床面積
旧小川幼稚園 3,072㎡ 用途地域 職員用 地盤沈下 消防用水 使用建物 2 2,547㎡

旧防衛協会茨城出張所 697㎡ 容積/建蔽率 その他 汚水処理（下水接続） 避難所指定 廃止（校舎等） 3 4,133㎡

小川公民館 5,504㎡ 日影規制 駐輪場面積 グラウンド散水装置 昇降機 廃止（体育館） 1 733㎡

小川図書館 2,475㎡ 防火・準防火 台数 敷地測量 自家発電装置 倉庫等 2 130㎡

小川資料館 防火地域（法22条指定地域） 運動場面積 地目 ガス

第６分団消防機庫（大町） 210㎡ 給水設備

土砂災害・急傾斜 電気設備

31,914㎡ 合計 8 7,543㎡

敷地面積 都市計画 敷地利用 敷地条件等

㎡

指定なし

駐車場

指定なし

非線引き都市計画区域

屋外運動場

5h-3h/4m
駐輪場

台

合計

災害指定等

㎡

台

第一種住居地域 台

指定有

台

法令適合・保有機能等 用途別集計

200%/60%

※イエローゾーン（土砂災害警戒区域：土砂災害防止法施行令第二条）， レッドゾーン（土砂災害特別警戒区域：土砂災害防止法施行令第三条）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

②
③

④

⑤⑥

⑦

⑧

校舎と運動場のレベル差(約2.2ｍ)

左側を上がると運動場へ

体育館へも階段でアプローチ

イエローゾーン
(土地の形状変更には県への届出必要)

イエローゾーン

レッドーゾーン

縁石で歩道を区画

小川公民館を正面から

消防機庫



図書館・

資料館

小川公民館

旧防衛協会

体育館
旧小川小学校

校舎
素鵞

神社

旧小川幼稚園

運動場

２-２．対象施設の現状と課題

小川文化センター（アピオス）

やすらぎの里
距離：2.6㎞
時間：徒歩32分

車 7分

距離：1.4㎞
時間：徒歩16分

車 4分小川公民館

小川資料館・図書館
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① 概要情報 ② 配置状況

■ 旧小川小跡地周辺施設

■ その他の周辺施設

参考）玉里地区の主な施設

■ 周辺図

■ 計画地

小川総合支所

消防機庫

基準 診断 補強

1 旧小川小学校（校舎） 3,475 昭和44 52 R C造 旧耐震 済 済 H 31年3月閉校

旧小川小学校（体育館） 733 昭和47 49 S造 旧耐震 済 済

2 旧小川幼稚園 514 昭和47 49 R C造 旧耐震 未 H 21年3月閉園

3 旧防衛協会茨城出張所 144 昭和43 53 C B造 旧耐震 未 H 24年度閉鎖

4 小川公民館 1,268 昭和47 49 R C造 旧耐震 未

5 小川図書館 867 平成3 30 R C造 新耐震 ー ー

6 小川資料館 490

7 第６分団消防機庫（大町） 50 昭和61 35 S造 新耐震 ー ー

備考
耐震安全性経過

年数

構造

（主たる建物）

N O 名称
延床面積

（㎡）

建築年度

（年度）

基準 診断 補強

8 小川総合支所 2,868 昭和48 48 R C造 旧耐震 済 済

9 小川文化ｾﾝﾀｰ（アピオス） 4,716 昭和57 39 R C造 新耐震 ー ー

10 やすらぎの里小川 1,285 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

華道棟 173 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

文芸棟 176 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

管理研修棟 370 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

書画棟 127 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

茶道棟 168 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

展示廊 85 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

公衆便所 41 平成6 27 W 造 新耐震 ー ー

本間宅復元 144 平成7 26 W 造 新耐震 ー ー

11 小川南小学校（体育館） 2,142 平成9 24 R C造 新耐震 ー ー

12 小川南中学校（体育館） 2,805 昭和60 36 R C造 新耐震 ー ー

備考
構造

（主たる建物）

耐震安全性
N O 名称

延床面積

（㎡）

建築年度

（年度）

経過

年数

基準 診断 補強

13 生涯学習ｾﾝﾀｰ（玉里公民館） 689 平成6 27 R C造 新耐震 ー ー

14 生涯学習ｾﾝﾀｰ（玉里文化ﾎｰﾙ） 2,187

15 玉里図書館 790

16 玉里史料館 339

備考
経過

年数

構造

（主たる建物）

耐震安全性
N O 名称

延床面積

（㎡）

建築年度

（年度）

旧小川小学校

0m 20m

小川南小学校

小川南中学校



1,889

473

4,058

2,963

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

美野里公民館

図書室

羽鳥ふれあい

    図書室

玉里図書館 小川図書館

（円/人）

2,926
平均

3,570

1,734

532

812

85

2,923

5,837

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

美野里公民館図書室 羽鳥ふれあい

    図書室

玉里図書館 小川図書館

（万円）

減価償却費

施設に

かかるコスト

事業運営に

かかるコスト

14,916

24,523

0

10,000

20,000

30,000

玉里史料館 小川資料館

（円/人）

1

980

299

1,401 1,280

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

玉里史料館 小川資料館

（万円）

減価償却費

施設に

かかるコスト

事業運営に

かかるコスト

20,000 19,797 19,697

17,199

10,837

69人/日 68人/日 68人/日
59人/日

37人/日

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

（人）

２-２．対象施設の現状と課題【個別施設の概要】
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小川図書館・資料館

① 施設概要

■ 小川図書館

開館時間 休館日 事業内容

午前9時30分～午後6時まで

（土日は午後5時まで）

月曜日，年末年始,

資料整理日

資料の収集，保管及び展示・調査

研究

■ 小川資料館

開館時間 休館日 事業内容

午前9時30分～午後8時まで（祝日は

午前9時30分～午後5時まで）

月曜日，月末整理日，

年末年始

• 図書資料の収集整備

• 図書館奉仕活動と利用促進等図

書館法第3条に掲げる事業

２階

１階

② 利用状況，コスト状況

③ 施設の実態，前回の意見等による課題

施設別トータルコスト

貸出者1人当たりにかかるコスト

小
川
図
書
館

小
川
資
料
館

年間
貸出者数

年間貸出者数の推移

施設別蔵書数

施設別トータルコスト
利用者1人当たり
にかかるコスト

年間
利用者数

玉里史料館 小川資料館 玉里史料館 小川資料館

年間利用者数の推移

• 現状の小川図書館・資料館の場所は，道路から見にくい，行きにくい。

• 今のままの図書館・資料館が残っても，駐車場は少なく，二階にはトイレもないなど不自由なため，活
用は広がらないのではないか。

＜実態データより＞

＜前回の主な意見＞

• 小川図書館は，直近４年間の貸出者数は約1.7万～2.0万人，貸出冊数は約8.2万冊～9.0万冊です。
2020(R2)年度は，新型コロナウィルス感染症の影響で貸出者数・貸出冊数ともに例年より少なくなって
います。

• 小川図書館の2018年度年間トータルコストは約5,837万円，貸出者１人当たりコストは2,963円となって
います。

• 小川資料館は，直近４年間の利用者数は522人～772人， 2020(R2)年度は286人です。

• 小川資料館の2018年度年間トータルコストは約1,280万円，利用者１人当たりコストは24,523円となっ
ています。

86,514冊 89,393冊 85,946冊 82,182冊 57,855冊
年間

貸出冊数

23,306

5,122

47,256

150,403

0 50,000 100,000 150,000 200,000

美野里公民館

図書室

羽鳥ふれあい

センター図書室

玉里図書館

小川図書館

（冊）

４ 施設合計

６，０８７万２２ 点

小川図書館

４ 施設合計

６，０８７万２２ 点

150,403

772

623

522

692

286

3人/日

2人/日
2人/日

2人/日

1人/日

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

（人）

（2018年度）

（2018年度）

4,297 1,799 7,202 19,697

939 522

コストデータ：「小美玉市公共施設等総合管理計画」より

（2018年度）

（2018年度）



2,372

710

2,349

302
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1,500

2,000
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美野里公民館 羽鳥公民館 小川公民館 生涯学習センター

（玉里公民館）

（円/人）

1,319
平均

2,182

1,581

6783,810

568

937

4,440

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

美野里公民館 羽鳥公民館 小川公民館 生涯学習センター

（玉里公民館）

（万円）

323

320

1,576 1,572 1,620 1,585

877 877

4件/日 4件/日 5件/日 4件/日

2件/日 2件/日

0

500

1,000

1,500

2,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2020年度

（諸室別）

（件）

ホール

会議室等

和室

調理・実習室

陶芸室

3,744

1,840

18,427 18,755 18,901
17,350

6,978 6,978

52人/日 53人/日 53人/日 49人/日

20人/日 20人/日

0
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２-２．対象施設の現状と課題【個別施設の概要】 小川公民館

① 施設概要

開館時間 休館日 事業内容

午前9時～午後10時まで 年末年始
• 各種サークル活動（パソコン教

室，着付け教室，手芸，コーラ

ス，健康教室，民舞など）

２階

１階

② 利用状況，コスト状況

③ 前回の意見

施設別トータルコスト 利用者1人当たりにかかるコスト

年
間
利
用
者
数
推
移

年
間
利
用
件
数
推
移

年間利用者数

利

用

コ

ス

ト

• 絵本の読み聞かせなどボランティア活動を公民館で行っている。そういった活動ができる場が必要では
ないか。

• 地域交流の拠点，生涯学習の拠点は地域の身近な場所にあるべきではないか。

＜実態データより＞

＜前回の主な意見＞

• 直近４年間の利用者数は約1.7万～1.9万人，利用件数は1,572件～1,620件です。2020(R2)年度は，利用
者数6,978人，利用件数877件と，新型コロナウィルス感染症の影響で利用者数・利用件数ともに例年よ
り少なくなっています。

• 2020年度諸室別の利用者数は，ホール利用が3,744人（約54％），会議室等は1,840人（約26％）で，
ホール・会議室等とも，年間320件程度利用されています。

• 2018年度年間トータルコストは約4,440万円，利用者１人当たりコストは2,349円となっています。

（2018年度）

16,066 7,991 18,901 30,971

●主な活動内容

（卓球，エアロビ，ダンス等軽運動）
（合唱，太鼓，カラオケ等音楽関連）
（読み聞かせ，そろばん大会等）
●１グループあたり人数

最小６人 ～ 最大５５人

●１グループあたり人数

最小５人～最大２５人

●１グループあたり人数

最小５人～最大１９人

●１グループあたり人数

最小６人～最大４５人

●１グループあたり人数

最小６人～最大１９人

コストデータ：「小美玉市公共施設等総合管理計画」より

（2018年度）
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２-２．対象施設の現状と課題【個別施設の概要】 やすらぎの里

① 施設概要

２-２．対象施設の現状と課題【個別施設の概要】小川文化ｾﾝﾀｰ(ｱﾋﾟｵｽ)

開館時間 休館日 事業内容

午前9時～午後５時まで
月曜日（月曜が祝日の場

合はその翌日），年末年始
• やすらぎの里まつり，講座の開

催，施設の貸出

② 利用状況，コスト状況

研修室・事務室・ロビー

8畳・10畳・12畳の和室 10畳と15畳の和室，
作品発表の場となる小展示場

書院茶室・草庵茶室・
水家がある本格派

外観は和風だが，中は2つの洋室で構成

① 施設概要

開館時間 休館日 事業内容

午前9時～午後10時まで（夜間の利用

が無い場合は，午後5時15分まで）

月曜日（月曜が祝日の場

合はその翌日）

• 芸術文化の振興と教養の高揚を

図り地域コミュニティーづくり

の普及向上に寄与する事業

② 利用状況，コスト状況

大ホール（固定・1,075席）

小ホール（可動・200席）

会議室２

年間利用件数推移

施設別トータルコスト

利用者1人当たりにかかるコスト

年間利用者数推移

年間
利用者数

年間
総利用者数

施設別トータルコスト

利用者1人当たりにかかるコスト

年間利用者数推移

年間利用件数推移

（2018年度） （2018年度）

8,256 16,726 4,663 4,779 1,385 1,590 30,924 84,747 62,371

コストデータ：「小美玉市公共施設等総合管理計画」よりコストデータ：「小美玉市公共施設等総合管理計画」より

※2016年度～2018年度は華道棟の推移データ

（2018年度）
（2018年度）
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２-２．対象施設の現状と課題【個別施設の概要】 玉里公民館

① 施設概要

２-２．対象施設の現状と課題【個別施設の概要】 玉里史料館

② 利用状況，コスト状況

① 施設概要

開館時間 休館日 事業内容

午前9時30分～午後6時まで

月曜日（月曜日が祝日の

場合はその翌日），祝日，

年末年始

• 保管資料に関する専門的な調査

研究

② 利用状況，コスト状況

古墳時代の展示

中世の展示

江戸時代の展示

開館時間 休館日 事業内容

午前9時～午後10時まで

月曜日（月曜日が祝日の

場合はその翌日），祝日，

年末年始

• 各種サークル活動（パソコン教

室，着付け教室，手芸，コーラ

ス，健康教室，民舞など）

サークル室 展示資料室 和室

年間利
用者数

施設別トータルコスト

利用者1人当たりにかかるコスト

年間利用者数推移

年間利用件数推移

施設別トータルコスト

利用者1人当たりにかかるコスト

年間利用者数推移

年間

利用者数

１階 ２階

（2018年度）

玉里史料館 小川資料館

玉里史料館 小川資料館

16,066 7,991 18,901 30,971

（2018年度）

939 522

玉里
公民館

玉里公民館

コストデータ：「小美玉市公共施設等総合管理計画」よりコストデータ：「小美玉市公共施設等総合管理計画」より

（2018年度）（2018年度）



9

公共施設等の適正な管理に向けた『基本方針』（小美玉市公共施設等総合管理計画）
再整備の方向性（基本方針案）

●小川地区の地域交流の場所，生涯学習の機能整備が必要

• 生涯学習の機能がないとまずいのではないか。公民館機能を移転・分散すると言っても，公民館利
用者は高齢化になってきて，夜だけでなく，昼間でも車を運転するのも危ない状況がある。

• 公民館機能を図書館・資料館と一体と考えて，生涯学習の充実を図ってはどうか。

• 必要最低限でも地域の方々が集まり議論できる場所が必要ではないか。

●歴史と文化・教養のある場所の特性を活かす

• もとは中学校もあった場所で，古くから歴史伝統がある由緒ある場所なので，歴史が消えないよう
に，小川地区の文化拠点になるとよいのではないか。

• 市内には，小川資料館のほかに玉里史料館もある。これらを「小美玉資料館」として一つにしても
よいのではないか。

●防災機能・避難場所の確保，公園の整備

• 旧小川小学校と小川公民館は指定避難場所になっている。災害の拠点，避難場所となるようなそう
いった施設が必要ではないか。

• 公民館機能を残しながら，それが避難場所も兼ねるようなものが必要ではないか。

• 広い校庭も活用して，防災基地・防災拠点としてはどうか。

• 旧小川小跡地のグラウンド側に，遊具の整備をしてほしい。

●図書館，資料館の充実が必要

• 現状の小川図書館・資料館の場所は，道路から見にくい，行きにくい。

• 小美玉市には３地域にそれぞれ図書館があるが，小川図書館が一番充実している。今後も，充実さ
せて有効活用していく必要があるのではないか。

• 図書館は，遠方から来る人もゆっくりできるようなゆとりある場所になるといい。

• 今のままの図書館・資料館が残っても，駐車場は少なく，二階にはトイレもないなど不自由なため，
活用は広がらないのではないか。

• 図書館を中心に，いろいろな人が集えるような施設づくりができたらいいのではないか。

１ 適切な維持管理による
財政負担の軽減

建替えと長寿命化改修を併用しながら，施設の優先順位づけを
行い，財政と連動した計画的な維持・保全を確実に実施します。

２ 将来のまちづくりと連動した
適正配置

時代のニーズにあった市民サービスを提供するため，施設重視
から機能重視の視点で，利用実態に応じた機能の見直しを図り
ます。

３ 継続的な計画の見直し
総合管理計画は長期的な計画となっているため，必要な情報を
一元化し，変化へ柔軟に対応しながら，継続的な計画の見直し
を繰り返して計画を推進していきます。

４ 資産の長期的かつ安定的な
運用

借地の解消及び公用財産取得への転換や，跡地・遊休地の売
却・賃借し，更新費用に充当するなどにより，資産の長期的か
つ安定的な運用を行います。

５ 市民・民間事業者との協働
具体的な計画の実現に向けては市民との合意形成が不可欠とな
ります。必要なデータを適宜提供しながら，市民と協働で推進
します。

前回の主な意見

数値目標

今後40年間で
３０％削減

を目指す

延床面積

１．歴史と文化の特性を活かした地域交流の場所へ

２．既存施設，既存敷地の有効活用により魅力ある場所へ

３．安全・安心につながる防災拠点に

✓市民活動を支える地域交流の場所

（地域住民の交流，多世代交流の促進）

（笑顔あふれる賑わいある場所）

✓地域資源を生かした新たな場所の整備

（小川の歴史を学び後世に伝える場所）

（素鵞神社など地域資源を生かし相乗効果を図る）

（連続した緑のつながり，自然散策エリア）

✓メリハリのある整備によって，新たな価値や魅力を創出

（跡地の有効活用）

（ゾーニングによる魅力ある場所の創出）

✓図書館・資料館を活かして，生涯学習・情報発信の場に

（人があつまる・集える・学びあう場づくり）

（人と情報に出会う滞在スペースやイベントの実施）

✓公園を活かした防災機能の確保

（災害時は避難場所として活用）

『歴史と文化の香る魅力ある地域交流の場所の創出』

基本コンセプト


